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 ──① のとき apqqpb  )( 22  

apqは b で割り切れるが、 aとb は互いに素であるから、 pqはb で割り切れる。(証明終) 

 

(2) 

pqは b で割り切れ、 22 qp  は aで割り切れるので、 kbpqkaqp  ,22 とおける。 

このとき、 k は 22 qp  と pqの最大公約数である。 

 

p と qの最大公約数を l とし、 lqqlpp  , とおくと 222222 ,)( lqppqlqpqp   

 

ここで、 22 qp  と qp  は、 pと qの公約数以外で割り切れないことは自明である。 

今、 pと qは互いに素であるから、公約数は 1しかない。 

22 qp  と qp  の公約数も 1しかないから、 22 qp  と qp  は互いに素である。 

 

したがって、 22 qp  と pqの最大公約数は 2l であり、 2lk  であるから 

 qpbqpa  ,22  222 )(22 qpqpqpba   qpba  2  

 

以上により、 ba 2 は自然数である。(証明終) 


